
林業公社の経営安定化に対する支援について 
【 農林水産省・林野庁 】 

　　地球温暖化防止をはじめ、森林の有する多面的機能を持続的に発揮する「美しい
森づくり」を推進するため、長伐期施業等に対応した支援策を講ずること 

　　○長伐期施業に対応した農林漁業金融公庫の融資期間の延長をすること 
　　○森林整備活性化資金の充当率の引き上げと融資対象事業の拡大 
　　○融資期間の長期化に伴って増加する利息負担を軽減する措置を講ずること 

【 現状と課題 】 
　○　地球温暖化防止対策に向けた森林の適切な整備・保全の推進 
　　　・国では「地球温暖化防止森林吸収源10ヶ年対策」を策定し、森林の有する多面的機能

の観点から長伐期施業などの長期育成循環林施業の導入を推進している。 
　　　・林業公社は、長期間にわたる森林管理の重要な担い手として期待されている。 
　○　伐期の長期化による管理経費の増大 
　　　・林業公社でも育成林の長伐期化を進めているが、これに伴い増大する維持管理経費の

増大に苦慮している。 
　○　木材価格の低落による経営環境の悪化 
　　　・分収林事業の収支は木材価格に大きく左右され、最近の木材価格を元に試算した長期

収支予測では、最終的に292億円の収入不足額の発生が予想される。 

【 本県の取組状況・方針 】 
　○　長伐期施業の推進 
　　　・森林吸収源10ヶ年対策に基づき、本県においても森林の適切な整備・保全と長伐期施

業への転換を推進している 
　○　林業公社の経営改善策を積極的に支援 
　　　・「林業公社経営計画（H16～H25）」に基づき、育成林の長伐期施業を担う林業公社に

対して経営改善策（長伐期転換補助金・貸付金の無利子化など）の支援を行っている。 

【 提案・要望の効果 】 
　○　林業公社の経営安定化により、適正な森林の保全・管理が図られ、二酸化炭素吸収源確
保による地球温暖化防止など、今後益々重要性を増す森林の持つ多面的機能の持続的発揮
が可能となる「美しい森林づくり」が推進される。 
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